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 国内の再生可能エネルギー（再エネ）基地としての期待がかかる北海道で

は、風力・太陽光・バイオマスなどによる大規模な発電事業が数多く立地し

ています。しかし、その多くは道外資本によるもので、地元が請負う建設工

事費や固定資産税などは地域に入りますが、巨額の売電収入が東京など域外

に流出し続ける「再エネ漏れバケツ」状態となってしまっています。

現在、多くの地域で自治体が再エネ導入を進める行政計画の策定・運用に取

り組んでいます。そうした政策の受容度・支持を高める上でも、再エネが自

然環境や景観を損ねず、地域の暮らしや経済を豊かにする形で普及していく

ことが望まれます。

今回は、現在の再エネ開発が地域にもたらす効果や資金流出の状況、地元の

出資や受注による効果、域内循環による可能性等をデータに基づき専門家に

解説していただきます。
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